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1. はじめに 

磁気特性は各物質に対して固有のパラメー

タであり，磁気特性の測定による非破壊検査な

どの応用計測も可能である．しかし，常磁性体

や反磁性体は外部磁場に対する応答が非常に

小さく，これらの物質を判別するには非常に高

感度な磁化率計が必要となる． 
そこで，筆者らは高温超伝導SQUID (HTS 

-SQUID) を用いて応用計測に適した小型で高

感度な磁化率計を開発し，水から発生した微小

な磁場を検出することに成功した [1]．今回は，

この磁化率計を用いた応用計測の一例として，

物質の水分量測定を行ったので報告する． 

2. 実験方法 

試料として吸水性物質である市販の米を使

用した．米を水に浸し，浸漬時間を変化させる

ことで水分量の異なる試料を作製した．浸漬し

た米をポリスチレン製のケースに充填した後，

磁化率計の回転盤に試料を固定し，試料を直流

磁場中で回転させた際に生じる二次的な磁場

を検出コイルで検出した．検出した信号は，超

伝導の入力コイルを通してHTS-SQUIDに伝達

され，試料からの微弱な磁場が検出される． 
今回の測定では水に浸漬していない米を測

定試料と同時に測定し，この信号を基準にして

水分量による磁気信号の違いを評価した． 

3. 実験結果 

Fig. 1 に 1 回転分の SQUID の出力波形示す．

波形より，二つの試料による信号が取得できて

いることがわかる．水分量測定では，測定試料

と基準試料の peak to peak 値をそれぞれ Vs，Vr

とし，米一粒当たりの Vs − Vrを算出して水分

量を変化させた各試料の評価を行った．その結

果を Fig. 2 に示す．また，測定試料の水分量を

磁気信号の測定後に加熱法で測定した結果も

Fig. 2 に示している．米一粒当たりの Vs − Vr

は，浸漬時間の増加に伴い大きくなった．また，

各試料の水分量は加熱法の結果で示されたよ

うに浸漬時間とともに増加しており，その増加

傾向は磁気計測による増加傾向と相関性のあ

ることが Fig. 2 よりわかる． 
以上の結果より，吸水した米の磁気信号はそ

の水分量と相関性があり，磁気信号を測定する

ことで水分量を推定できることが示唆された． 
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Fig. 1 Magnetic signal from a reference and 
measurement sample. 

 
Fig. 2 Moisture content and magnetic signal 
intensity of rice grain for various soaking time. 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

27p-G7-2

11-108


